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2 IEEE 802.11 DCFと問題点 









3 提案手法 PSEN 
 PSEN(MAC Protocol Sharing the Estimated Number of 








 2:感知範囲内の 1台のノードがビジー状態(Pidl_2) 






STEP4:STEP3の CWに従い現在の CWを更新し通信を行う。 





















ているが、PSEN は DCF より常に高スループットである。
また、シミュレーション時間内の 1台当たりの合計再送回
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